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〈研究ノート〉

サンパウロ市リベルダーデ地区における

戦前・戦中期の日系教育機関

一一エスニックコミュニティ母語学校としての役割に注目して一一
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1.問題の所在と自的

小稿の居的は，戦前・戦中期ブラジル最大の日系人都市集住が見られたサンパウロ市ワベル

ダーデ地区に為った日系教育機関を概観し これらの機関の形成と変容あるいは消長について分

析することにあるc特に 同地区のE系諸学校のエスニックコミュニティ母語学校としての機龍

に注自し，それらの日系コミュニティのウチとソトにおける役嵩を明らかにするための前提とな

る作業を行なう。

日系移民の教育史では近年さまざまな成果が上がっているが，ハワイ，北米を対象地域とした

ものが多く，南米ブラジルを対象としたものはまだ多くはなし、。自系教育機関の果たした役割に

ついての研究も間接な額向にあると言える。剖えば，森本 (2005)は，アメリカ合衆国のエス

ニックコミュニティ母語学校としての日本語学校を研究する中で， I言語の機龍にはコミュニカ

テイブ金言語運用的傑面と象徴的な側面がある。 張に，前者に変化が生じ，母語話者が消滅の危

機にさらされたとしても，後者は生き残ち， r集団の表象，象徴，復興の契機』となりうるJと
いうエドワーズの指摘 (EDWARDS，1985， p. 17)を引き， I母語学校の役割は，まさに，この

両面iこ巨を記る必要があるjとし， I年中行事や運動会を通じてのコミュニティセンタ一的役害tlJ

など，日系教育機関の多様な役割を指摘している (pp.89-90)。

ブラジルの場合，戦前，いわゆる5本入学校は500近い校数を数えた九それらは，ウチに試

日系各コミュニティの統合機関として機能し，ソトに拭「日本文化jの集匡的表象の主体として

の役割を担い，戦時中は当売の弾圧の対象にもなったむ

小稿では，文献誤査とインタヴュー調査を中心に，上記のような日系教育機関の概観，役割解

明とともに，ブラジルヨ系移民史の中での課題を整理し，今後の研究の展望を述べたい。それは，

戦後，同地豆が司系集住地豆として存続し，サンパウロ東洋街 (BairroOriental以下，東洋街

と略す)という世界最大の司系エスニックタウンを形成していく前史を確認するための作業とし

。80年史編纂委員会 (1991)によると，当時の邦字紙の一つである『ブラジル時報iは， 1938年10月21
日イすの記事において， 日本人小学校476校と報じている (p.81)。
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ての意味も合わせ持つことになろう。

2.依拠すべき基礎資料

戦前のブラジル日系教育機関と子弟教育の状況について誌，ブラジル日系コミュニティにおい

て刊行された『伯刺西爾年鑑j (1933 以下『年鑑j)， i移民盟十年史j (1949，以下 f四十年

史j)， r移民の生活の霊史一一ブラジル日系人の歩んだ道一一-j (1970，以下『移民の生活の歴
史j)， iブラジル日本移民70年史j (1980，以下 i70年史j)，iブラジル E本移民八十年史j

(1991，以下 i80年史引などが，それぞれ独立した章や節を設けて，それらの形成や変遷につい

て記述している。また 各地の日系コミュニティや学校，青年会や婦人会などが多くの記念誌を

発行しており，それらの資料からも関係した教育機関や子弟教育の詳紹を知ることができる。加

えて，戦前から発行されていた邦字新開には，各機関の行事や広告記事がしばしば見られ，貴重

な詞時代史料たりうる。

これらの他に『ブラジル日本移民・ 5系社会史年表一一改訂増稽寂-j (半田知誰編著

1996，以下 f年表j)は， 1748年からのブラジル自系移民の前史と1908年-1995年までの全史を

網羅した労作であり，教育に関する事項も多く，ブラジルヨ系教育機関と子弟教育の状況を惰献

するのに便利であるG

以上泣，ブラジルで刊行された資料であるが， B本側資料については小嶋 (2∞めが，外務

省・拓務省等の報告書，移民事業司体などの出版物，元領事の講演記録，視察報告，視察報告以

外の報告書などに分類し，在信邦人子弟教育をめぐる日本鑓の対外方針について検討している。

小鴎の指掃の通り，ブラジルの日系移民教育史の研究はブラジ、ル側資料の分析を中心にしており，

百本側資料の参照はほとんど行われてこなかった(小嶋， 2000， p. 105)。

ブラジル側， B本健を関わず，ブラジルE系移民教育史の資料はまだまだ未開拓の状況にまうる。

卒業生や就学経験者教諒 父兄会会員など日系教育機関に関係したインフォーマントへのイン

タヴューやドキュメント収集も ハワイ・北米を中心とした研究によとべて 進んでいるとは言え

ない。今後，日系移民教育史が，例えば吉田 (2∞5)が指摘するようなクロスナショナルな展開

をすべきだとしたら (pp.17-18)，ブラジルとE本の双方において資料の収集とつき合わせがま

すます重要となるであろう。

小稿では，筆者の謂査状況や紙轄の都合から，主に上記の『年鑑j， i四十年史，Li移民の生活

の歴史j，i70年史j)，i80年史j， i年表』などに加え，後述する聖フランシスコ・シャピエール

学園やサンパウロ女学院によって刊行された記念誌を利用したむまた，邦字新開は，筆者の語査

の進展状況により ごく一部の利用にとどまった。小稿で概観した自系教育機関に関係したイン

フォーマントへのインタヴュー謂査で得られた註言も，大きな比重をしめている。なお，小稿で

f吏用した資料で!日字体のものは 適宣新字体iこ改めた。
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3. リベルダーデ地区と日系教育機関

日系教育機関といっても，時代と地域によって様相はかなり異なる O ここではまず，対象地域

をサンパウロ市ワベルダーデ地区に寂定した理由を記しておきたい。 同地域は，サンパウ口市を

構成する Subdistrito(傍区〉の一つであり，サンパウ口市のほぼ中心に位置する(地図1・2参

照)。現在，世界最大の呂系エスニックタウンと呼ばれるサンパウロ東洋街を有し，商業・観光

エリアとして知られる。

地図 1 1)ベルターデ地区の位量 この東洋街の形成については部稿

(NEGA W A， 1998;再， 2001;根J11，2006) 

において詳述したので，ここでは詳しく拭述

べないが，戦前すでに同地区内のコンデ・

デ・サルゼーダス通りやコンセワェーロ・フ

ルタード通り，エストゥダンテス通与を中心

とする一角に「コンデ缶J(以下， Iコンデ

街jと略す)と通称されたかなりの日系住民

の集中が見られた (NEGA W A， 1998， p. 

242)。後述するように，このエリアにブラジ

ル最初のE本入学校である大正小学校が関か

れた。この後， リベルダーデ地区には，後に

述べるような多くの日系教育機関(童十N義塾，

聖フランシスコ・シャピエール学菌，同学菌

女子部， B伯裁縫女学校，サンパウロ裁遊女

学院，それらの寄箔舎など)が展開すること

になった(地国 2参照)0 戦前・戦中のブラジルで，これほど司系教青機関が集中し充実した地

域はおそらく他に見られなかっただろう。以上のよう之理由から，小稿では戦前・戦中期の用地

区を対象地域として選択したD

4.コンデ衝の発生と大正小学校2)

プラジ、ルへのE本移民は， 1908年わ笠戸丸移民から法じまるとされる。それ以前に，漂流者や

海軍関係者，公f吏館関係者，少数の自由渡航者や高人がいたことが知られている u盟十年史J，
pp. 2-25; r移民の生活の歴史j，pp. 168-169; rso年史j，pp. 30-34)が，近代的・程識的な移民

2) 本節のコンデ街および大正小学校に関する記述は，おおむね上記の『年鑑j，r西十年史上 f移民の生
活の霊史上 r70年史j，r80年史j，r年表jとノfウ1)スタ新聞 (1975)によった。
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地図2 戦前・戦中期におけるリベルターデ地区の日系教育機関

(※街路は2006年現在のもの)

語尺 500M 
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通称fコンデ衝j
のエリア
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がはじまったのはこの笠戸丸移民からと見てよいだろう。

戦前のブラジルの自系教育機関は，多くが日本人会や父兄会を経営基盤としていたので，当熱

日系人が集中する地域に開設された。ここでは，ブラジル最初の日本人集住地である「コンデ

街」と，そのエワアに創設されたブラジル最初の日系教育機関である大正小学校の関係について

概観しておきたい。

サンパウロで最初の日系人の集住地は，同意中心部に近いコンデ・デ・サjレゼ、ーダス通りを中

心とする一角であった(地国2参照)0 1933年iこサンパウロの都市部で生活するにE系人は， 600 

家族3000人に達していた。これらの都市部に住む日系人は，誌とんどが1917~1918年ごろに地方

からサンパウロに出てコンデ衝に集住したものであったc これは，就労機会の多かったサンパウ

ロ中心部に近く，帝国総領事館，海外興業事務所(移民組合を1917年に改組)，ブラジル拓殖組

合事務所など公共性の高い機関も市中心部に為ったこと，その上に家賃が安かったことなどがあ

げられる。後にリベルダーデ地区に日系教育機関が集中していったのも，こういったE系人の集

金と共通の要因で為ろう。

この後，コンデ告は日本人衝として発展していくが，この日系人の集生に関心を寄せたブラジ

ル人研究者がいたむシカゴ派都市社会学のドナルド・パーソン (PIERSON，Donald)は， 1930 

年代にサンパウロ政治社会学院で教鞭をとり多くの弟子を育てただけでなく，ブラジル都市社会

学の基礎を築いた。その弟子の一人であったオスカル・アラウージョ (AREUJO，Oscar)は，

1930年代後宇のコンデ衝の操子を，ブラジル入のまなざしによって次のように搭写している。

この通りの蕗自は，おおむね日本人たちによって営まれ，好奇心をそそられる東洋的な雰

囲気をかもし出している。そこでは， I味の素」ゃ f信用カレー」などといった日本からの

亙輪入品とデワケートで興味深い装身具，日本入だけが或しうる洗練と習慣に簡単に出会う

ことができる。そして，蕗}苫の広告と看板だろうか。一部であるが，特到な印による表現，

日出ずる国の文字によって書かれたものG こちらiこは日本人ペンションの者板，あちらに法

ヨ本人ホテル，そして向こう舗には散髪屋や洗濯屋が為るといったぐあいである

(AREUJO， 1940， p. 237)。

大正小学校は，ブラジル最初の自系教育機関としてこのコンデ衝の中心，コンデ・デ・サル

ゼーダス通りに創設されるのであるが，日系住民たちがこのエリアに集まってきた理由は，子弟

の教育問題にも京国があった。実際，都市部に限らず，移民一世の義たちにとって，子弟の教育

は切実な開題であった。 W80年史』では，ブラジルE系移民一世の親の教育ストラテジーを次の

ようにまとめているむ

集団地(植民地)が形成されると，車ちに作られるのが日本人会でd7:>る。相互の親睦と協

力を計り共通の問題の解決のために連絡して当たることを呂的としたが 一番大きな目的あ

るいは事業としたのは子弟の教育の問題であった。幼くして伴って来たもの，ブラジルで生

まれたものを，イ可とかして日本人の子供らしく育てたい，やがて日本へ婦った詩に困ること
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のないくらいに，日本語の素養と日本的な知識・精神を授汁て置きたい，というのは親とし

ての移民の誰もの願いであった。J(r80年史j，1991， pp. 60-61) 

つまり，当時はまだブラジル移民には出稼ぎ的ストラテジーが強く，ブラジル生まれの自系子

弟は「自本人jになるための教育が必要とされていたのであった。

『年表jでは，コンデ街でのB系教育の開始と発展を次のように記している。

1915年10月7日:大正小学校出現 サンパウ口市コンデ街 (Condede Sarzedas) 38番(現

在の308香)に大正小学校が始められるc 生徒3人。教師は宮靖信造〈みやざき・しんぞう)

さんらの手により創設された。最初こそ生徒3入の寺子屋式で、あったが，後には後援会もで

き，生徒誌どんどん増えていった3)0 (以上， r年表j，p. 36) 

大正 5 (1916)年1Jj，コンデ毎日香に移り，詞年48香に実り，兎童10数名となる

大正8 (1919)年1耳29日 私立公認校となる。翌9年1丹23日後援会態立(以上， r年表l

p.36) 

大正小学校法， 1929年10月，同校の

父兄会の協力と総領事館の全面的支援

により，現在フゃラジル日本文化協会ピ

ルのあるサンジョアキン通りに移転し

た。新たに購入した薪校舎は，階下に

8教室，職員室，二階は教育父兄会の

寄宿舎を備えていた〈パウリスタ新聞，

1975)0 1932年からは，日本の外務省

を通じて，日本の師範学校を卒業した

複数の教師が派遣されるようになり，

ブラジル日系人教育の中心的機関と

なっていったG

また，天長節をはじめとする回大節

写真I 大正小学校の生徒たち (1940年頃)

などサンパウロ日系社会の主要行事弘司小学校で領事鑓員の立会いのもとに執り行なわれた。

いわば自系コミュニティの文化的・靖神的統合のための施設として，まさに森本 (2005)が指摘

したような「言語の機能にはコミュニカティブな言語運用的側面と象設的左側菌jの再面をささ

えるエスニックコミュニティ母語学校としての性格を強めていった。

3) 同年表の「参考jとして，次のような注記がある。「大正3-4年頃，コンデで田頭(たがしら〉甚

西部 (1912年渡伯)なる青年が3-4人の子供にイロハを教えていた。(中略)その後を継いだのが宮

崎告造で，彼は1915年10月7日播本重太部〈器本亀太郎)，西本棒、左エ円{西本穂、右エ男)，藤井吉之助

(藤安吉之助)ーカッコ内は『拓人の足諒』初版213p.一等の発起でコンデ街38番を校舎として借り，

寺子屋式小学校(大正小学校)を始める。J
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4) 1930年代後半に同小学校の野球選手だった渋谷告行(しぶや・のぶゆき， 1924年台湾高雄生まれ，

1928年3丹渡泊)によると，当時の地方小学校の生徒は出生届が遅れ，詞じ学年でも-っか二つ年上と

いうのが普通だったため，試合で法どうしても勝てなかったという。
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5. 1)ベルダーデ地区のE系教育機関

大正小学校が2らったリベルダーデ地区には，サンパウロ日系社会の中心として，他の吾系教育

機関が次々と誕生した(地図 2参照)。ここで法 戦前に存在した(一部誌現在も存続)同地区

の各日系教育機関について概観しておくことにする。現時点で収集できた資料や紙幅の都合で，

リベルダーデ地区のすべての教育機関についてふれることはできないので，小稿では，私塾の代

表として聖州義塾，ブラジルの冨教であるカトリック系教育機関として聖フランシスコ・シャピ

エール学冨と同学園女子部，日系教育機関として特徴的な裁縫女学校の一事例としてサンパウロ

裁経女学院の3校をとりあげたい。

5-1.聖州義塾(1 925----1942) 

プロテスタントの小林美登利(こばやし・みどり1891-1961)によって創設された志塾および

寄宿舎。 r80年史iによると，同塾創立の経韓は，次のようなもので為る。

1921年，伝道司的でアメリカから渡伯した，プロテスタントの小林美登里(ママ〉は，翌22

年5月15百，コンデ衝の大正小学校で第1冨百翠学校を毘壁し50名ほどの参集者を得たc 同

年9丹7日の独立百年祭にほ，キリスト教的教育機関 f聖升!義塾jの設立宣言を行い， 2年

後の独立記念日には，サンパウロ教会の設立に至っているJ(pp. 425-426) 

小林成十(小林美登和の三男)1小林美登利氏関藍Jによると， 11925年， 9月7日，独立記念

日を期し，聖升!義塾をサンパウロ市，ガルポンプエノ倍， 85番地に設立し，新来移民にはポ語教

室を設け，在伯邦人子弟には，日本語を教えたc スポーツでは剣道，野球，柔道を奨励指導し，

また全伯柔剣道連盟の発起人の一人で、もある。jとあり，同塾の活動として，日本語・ポルトガ

ル語クラス，柔道場，剣道場があったことが知られる九

寄福舎が広い意味での教育機関を兼ねたことは，当時の日本と事情が似ている。 r移民の生活
の霊史jには， 1日本人会の仕事の第ーが教育事業であることは植民地の章でもかいたが，地方

都市において詰寄詣舎を経営して，主として，小学校以上のブラジルの学校に通わせたり，共同

生活のなかで団体訓練をほどこしたり，日本語を教えたりしたJ(p. 504) と。また， PO年史』
によると， rまた，学校というより寄宿舎といった方がし、いくらい，ここに宿をとり生活しなが
ら，ブラジルの学校に通学させていた聖升|義塾 (1925年開塾)誌プロテスタント積神のもとに日

常生活の誤練から学業をすすめていた特殊教育接関ともいえる。ここからも多くの人物を出して

5) 先の渋谷氏は， 1936年頃，大正小学校に通学しながら同塾の剣道場iこ通ったとしづ。同氏によると，

ガソレヴオン・ブエノ通ちに面した塾の建物の間口は狭かったが，奥に広い庭があり，そこに剣道場が

2らったという。当時，寄宿生は40人ぐらい。日本人向けのポルトガル語教室も謂かれていたということ
であった。
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いるJ(p. 310) と。

先の f年表』によると， 1924の項に， r刊行物聖升|義塾市民第 1号発行J(p. 53) と，会
報の刊行が知られ， 1926年 1丹に法第 2号を発行している(同， p.57)。また，塾友会誌 f塾

友』を謄写援で発行した〈同， p.59) とされており，各種の刊行物があったことが知られる。

また，同『年表iに拭， 1938年に，アマゾンにあった日系海外殖民学校の校長であった崎山比佐

衛の講漢会「アマゾンを語るjが聖州義塾で行なわれるとある(開， p.88)から，このような

文化事業も同塾で行われていたことが知られる。

後述するように，ブラジルでは1937年からはじまるナショナリゼーション致策により， 14歳以

下の児童・生徒への外国語教育は禁止された。また第二次世界大戦勃発により，同塾は立ち退き

を命ぜられ， 1942年に爵塾となった。

5-2.聖フランシスコ・シャビエール学園(1928.......戸

ベネジクト会サン・ベント会諺道院長ドン・ミゲル・クリセ神父，イエズス会士で当時サン・

ゴンサーロ教会に所嵩したギード・デル・トーロ神父，中村長八神父らζよって， B本子弟への

カトリック布教を呂的に創設されたカトリック超宗派の教育機関。先述した大正小学校と勢いを

争った学校で、ある。

写真3 聖フランシスコ・シャピエール学菌女子部の重体拝鎮式 (1940年代拐頭)

聖フランシスコ・シャピエール学園は， 1928年 2月7B，ワベルダーデ通り 149香にあった家

屋を賃貸して授業を開始した。初代校長は青木新万であった。 1930年12月31司にはイピランガ地

区の新校舎に移転したが， 1935年にリベルダーデ広場143香に同学園女子部が開設された。また，

この女子部は， 1937年には新校舎落成にともない，ガルヴオン・ブエノ通り297番へ移転し，学

6) 本節の同学園に関する記述は，おおむね上記の f四十年史l カトリック教義研究会(1949)，青木
(1955) ，前出 (1996)，同学菌ウェブサイトの“ColegioSao Francisco de Xavier: Historia"によった。
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校の規模も大きくなった九

1935年には，市当局から同学菌にブラジル有資格者教師が 5名採遣されることとなった。 1936

年には生徒240名を数え，教室，寄宿舎，食堂，学圏付属仮聖堂を完備。 1940年には司祭館，

1943年2}jには，学冨付嵩仮聖堂の本建築が完成したo 1945年には，タマンダレ一通りに建物を

得，孤児院を建設，女子部もそちらに移ることとなった。

学校経営の中心的人物ギード神父がイタリア入であったために，戦時中当馬から追害を受けた

とし、う証言を卒業生の一人から開くことができた。戦時中のこの種の「迫害jについては，小篇

で利用した資料，カトリック教義研究会 (1949)や青木「初罵のサン・フランシスコ・シヤゼエ

ル学匿と設立の由来J(1955)では触れられていない。「若し彼等(筆者注:Iヨ系人)の過半数を

カトリック教先に成功するならば，それは大なる貢献である。カトリック国であり移民国である

ブラジル人達から， 1憂秀な移民として喜ばれ，両者共存の実を挙げることができるJ(青木，

1955， p. 70) という創立者の一人ミゲル・クリセの言葉に表されているように，同学園がカト

リック教化を通じて日系人のブラジル社会への河化を志向・促進したことは懇橡iこ難くない。

5-3.サンパウE裁経女学院 (1933---戸

赤障重次・みちへ夫妻によって開設された「裁縫教授所jを前身とする女子教育機関。

佐藤 (1985) によると， 1933年4見にサンパウ口市トラヴェッサ・サンパウロ通りに，赤間重

次・みちへ夫妻が「裁縫教授所jを開設し 同年8月1日 コンセリェイロ・フルタード通ち18

番地に移転，同教授所をサンパウロ裁縫女学長と改称する。翌1934年には，同じコンセリェイ

ロ・フルタード通り116番地に移転している。また， 1935年;こ誌，サン・ジョアキン通り216番地

に移転し， B本語小学部・検定準情科・実科高等女学部を次々と設置した。中でも実科高等女学

部の設置には， I時代の要求に応じて(中略)単に裁縫技衛の教授だけでなく，将来社会の教育

界にその一端をになえる指導者の養或を期し，在佑邦人社会に於げる女子中等教育事業に先鞭を

つけたJ(イ左藤， p.72) と， 日系女子教育史における雷期として指摘されている。また，この年

の4月には校誌 f皐友j (3号から『皐友会誌やまとjに改称)が創刊されている。 1937年には，

ポルトガル語部を新設し，ブラジル怠立学校令にもとづく本立学校として公認され，ポルトガル

語名を IEscolaParticural Akama Sao PauloJとし 日本語名を fサンパウロ女学院jに改称す

る。付属寄宿舎大和女学寮を有し， 1938年の時点で，在校生70名。 1941年に捻，タマンダレ一通

り849番地に移転。しかし，翌1942年12月に立ち退き命令が出，ヴェルゲイロ通り235番へ移転。

1)ベルダーデ地区を離れることとなった。

こうした裁経女学校の教育内容とレヴェルであるが r70年史Jでは fその他一九三三年開設

7) 1940年代前半に同学冨の幼稚園と女子部で学んだ新井静江{あらい・しずえ， 1935年サンパウロ生ま

れ)によると，同学園でE系子弟に対する洗礼や聖棒拝額式が行われたという。

8) 同学院に関する記述拭，おおむね r70年史J，f80年史J， r年表Jと佐藤(1985)，赤間アントニオ晃
平河学説理事長・赤間エルザ澄子同学院長へのインタヴューによった。
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の81自裁経女学校やサンパウロ女学院などの女子教育(いわば在嫁学校)も当持の社会事i育に

マッチした教育施設で、為ったといえるJ(1980， p. 310) とされている。このように，当時の自系

コミュニティにおいて女子教育=I花嫁学校Jとしづ認識があったにしても そういった評舗が

適当であるかどうか拭別問題である。実科高等女学部は 「母国ニ於ケル実科高等女学校程変ノ

学科及ピ技能ヲ教授ス」と，当時の雑誌広告 (W蹟野j 9号)にうたっているように， I百本の女

学校と同等の学力を習得する目的でつくられた」という。同学院高等女学部の卒業生で元大学教

授であるインフォーマントは そこでB本古典文学を学んだことが後の f万葉集」ゃ「古今和歌

集」の研究を行なう契壌になったととらえている九以上のことから， I花嫁学校」というイ

メージを大きく上田るような，相当金内容とレヴェルの教育が行われていたということが推測さ

れる c

このサンパウロ女学院の龍にも，同じリベルダーデ地区のガルヴオン・プエノ通りに日佑裁縫

女学校 (1932創立)， トーマス・デ・ 1)マ通りに不二裁経女学校 (1941創立入またそれらの寄宿

舎があったことが確認され，同地区が女子教育iこおいても充実した教育機関を有していたことを

示している。

6.戦時下の日系教育機関

ハワイであれ，北未であれ，第二次世界大戦は日系教育機関の変容に大きな影響をもたらした。

ブラジルもその例外ではなL、。

戦前のブラジルでは，入謹優生学に基づく白人化 (bran弓ueamento) や脱アフリカ化

(desafricanizacao)のイデオロギーが強く (LEITE， 1969， pp. 192-194)，特に，ジェッツリオ・

ヴァルガス政権において， 1937年からはじまったエスタード・ノーヴォ(新国家)体制10)下に

おいては，同化主義のイデオロギーが支配的であった(住田， 2000， pp. .127 -129)む

1938年12}jに外国語学校，主として日・独・伊の枢軸E系り学校が全冨的に閉鎖され， 1940年

1月には外国人登録と鑑識手帳の取得が義務付けられた。また， 1941年8月には外国新需の発行

が禁止される。このような状況の中で，同年12月の太平洋戦争開戦を迎えることとなる。太平洋

戦争勃発後，翌1ヲ42年1月にE本とブラジルの国交は謝絶，それに伴い大使舘など在外公館は罰

9) 脇坂ジェニー暁子〈わきさか・乙えにー・あきこ， 1926年サンパウロ州パウ Jレ一生まれ)へのインタ

ヴューによる。

10) エスタード・ノーヴォ〈新国家〉体制と誌，住田 (2∞0)によると，ヴァルガス大統領の独裁捧制で
あり， Iポルトガルの当時の独裁者サラザーjレの下で出現した体制を手本にしたともいわれ，明らかに
その頃のヨーロッパを中心に展開していたファシズムの風溺を反映したもので為った」また， Iナショ
ナリズムの高揚が，ヴァルガスの独裁体制の特畿のlつであるJとされ， Iその内容は，革命による独裁
体制の確立によって国家の統ーを誰し進め，表面上は民衆の政治参加を強講し，罰民共通の意識として

の『ブラジワダデ.Lすなわちブラジル的な民族中心の政策を行うことであったjとされている (pp.

127-128)。また，間体制の移民政策については， Iナショナリズムの高揚が進めちれる中で，移畏の同
化政策が実施され， 1938年には移民審議会が設立された。その任務は移民のブラジル化政策であるj

(p. 128) と規定されている。
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鎮され，先のコンデ衝の自系金民に対して，ナ'"保安局から立ち退き令が発せられた。日系をiまじ

めとする桓韓国系金民は不吉由な生活を強いられることとなったが，ほとんどの5系人は戦勝を

信じていたとされる。 1945年6月6日には ついにブラジル政府が巨本へ宣戦布告，そして同年

8月五日の日本の降伏を迎える。これ以後 ブラジル日系社会はそれ;こ続く，勝ち組・負け組の

抗争による戦後の混乱期へと続いていくのである。

この間，大正小学校では， 1941年10足には薪校舎増築が実現したが，科目は日本語教育からブ

ラジルの霊史，地理，ポルトガル語へと切りかえられた。また，資産が凍結されるのを避ける

ため，経営母体はサンパウロ呂本人連合会から二世3入を主体とする雑持組合へ名義変更された。

陪校は荷度も経営酉難な状態に揺りながら，苦しい戦中を乗り切ち， 1966年に院鎖されるまで存

続するむ

聖ナN義塾は，先に述べたように， r日本文化の発信機関として，当局から昌をつけられていた
ため11)J， 1942年に関鎖を余犠なくされる。

聖フランシスコ・デ・シャピエール学園は先註ど述べたように 戦後も存続。 1951年には聖フ

ランシスコ・デ・シャピエール中学として認可され 1966年には高等部を設け，聖フランシス

コ・デ・シャピエール高等学校となる。現在は幼稚園から高等部までを有する有力私立校に発展

している。

サンパウロ裁縫女学院は，第二次世界大戦中も発展を続け， 1944年には在校生300名を数え，

ナショナリズム致策をとる当局にたびたび開題視された〈佐藤， p.74)。ただ，同校は戦中・戦

後の混乱期を生きのび，現在財団法人赤関学園セントロ・エドカシオナル・どオネイロ校として，

幼誰匿から高等部まで約800名の生徒を有する有力校に発展している c

むすびにかえて

以上確認できたように，サンパウ口市リベルダーデ地区法，多くの司系教育機関が集中し，ま

さに戦前・戦中の日系教育の中心としての役割を果たしていたと言えよう。それぞれの日系教育

機関の役割を最大公約数的に見ると，次のようになる。

日系コミュニティのウチにおいては，日本語教育を通して子弟のコミュニカティプな言語運用

力強化，さらに世代間を離陸するコミュニテイセンターとして，文化的・精神的統合の象徴とし

ての役割を果たしていた。また，コミュニティのソトたるホスト社会にむけては， r自本文化J
発告とともに，時にブラジル社会への適応・同化促進機関としての複雑な役割を果たしてきたと

言える。しかし，これらの役割には，時期的な変遷や地域的な相違，また学校こ、との方針の違い

が見られることは明らかで忘る。

小嶋 (1998)は司系ブラジル入の教育目的の変遷を，次の4段暗に区分している (pp.84-85) 0 

11) 小林成十(こばやし・しげと， 1934年サンパウロ生まれ)へのインタヴュー調査による。
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① 無学文盲を避けるための教育 (1908-1920年)

② 日本園長としての教育 (1920年代一第二次世界大戦)

③ 日系ブラジル人としての教育 (1947-1980年代〉

④ ブラジル入としての教育 (1990年代〉

小稿で叡ち扱ったのは上記の豆分の①~②の段階であるが，サンパウロのような都市の場合，

1937年後半からのナショナリゼーション政策への対応から，吾本語教育を制限・{亭止し，ポルト

ガル語教育に力を入れるなど，③に相当する段階はもう少し早くからはじまっていたのではない

かと考えられる。この問題に関して，今後詰生徒のアイデンテイティ形成や個々の学科のシラパ

スやプログラムの変遷に注意を払っていく必、要がある

具体的iこは，個々の機関の教育理念や学校経営の背景，教師や克童生徒の洪給，父兄の動向，

学科目や費用教科書，時間割，ブラジル学校との役割分担などり詳縮な分析を進めていく必要が

まうろう。これからの主な調査項目として，学校設立・運営の理念，運営母体，授業科目，時間割，

教科書，教授法，校歌，校旗，教員，生徒，藷行事，学校生活，課外活動，学費，進路など，多

くのトピックスについての詳縮な謂査が必要となる。また，今回はE系コミュニティ側の資料に

もとづいて考察を進めたが，ホスト社会側のデータや日本側資料とのつき合わせも去、要でebろう。

本研究のインフォーマントの中には，リベルダーデ地区周辺の特徴として，ベンソンと呼ばれ

る下宿屋の多さをあげることがしばしばあり，小稿で考察した諸学校への通学や入学準舗のため，

近辺iこ居生した吾系人も多かったことが考えられる。これらのベンソンもまた，広い意味での吾

系教育機関のーっととらえることができ，後の東洋街発生の契機のーっとして，戦前のこの地豆

への百系人口や関心の集中が注目される。すなわち， r学校jと名づけちれた教育機関だけでな
く，それに付随する寄宿舎やペンソンとの関保を，もう少し掘り下げて調査する必要が為る。

1942年に閉鎖を余儀なくされた聖ナH義塾も寄宿舎としての性格が強かった。戦後も経続した他の
学校との相違もふまえて，さらなる調査が必要であろう。

戦後も視野に入れた損点，また，日系移民教育史やブラジルの多文化教育というようなマクロ

な視点で見ると，小鵠 (1998)の③ー③の段階における時間的展開〈日系教育機関の継承と変容

の諸相)と空間的展開〈日系教育機関の拡散・郊外化・ブラジル化)について，さらに戦後から

現代の資料収集とその分析を続ける必要がある O 以上のことは，今後の研究の課題となろう。

最後に，戦前・戦中の司系教育機関の 1)ベルダーデ地区集中と50年代以降の東洋街形成との関

達について言及しておく。筆者は， 1953年にガルヴオン・ブエノ通りにブラジル最初の自本映画

専門館シネ・ニテロイが開館し，その集客力を見越してE系藷庄が集まってきたことを，東洋街

形成の第ーの契機と考えていた (NEGAWA，2001)。しかしながら，小稿で見たようにこれ

らの自系教育機関がつベルダーデ地区に集中したことは，この地亙への日系人口や関心の集中と

相関関係にあったことを意味する c リベルダーデ地区の5系の古老たちが語るように，現在東洋

衝の中心となっているリベルダーデ広場，ガルヴオン・プエノ通りやグロリア通り界隈は，戦前
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には静かな空間であった (ACAL，pp. 49-52) 0 しかし， 1920年代から30年代にかけての日系教

育機関の集中により日系人の関心を引き，それ以後の人口集中をうながすことになった。この人

口と関心の集中が，設にシネ・ニテヨイの出現とともに，用地区がハレの空間，すなわち世界最

大の日系エスニックタウン東洋告へと変貌してし、く要匿のーっとなったと考えられるのである。

1)べjレダーデ地区自系教育機関轄年表

年 月 ヨ 出 来 事

1914 大正3-4年頃，コンデで田頭{たがしら)甚西部 (1912渡位)なる青年が3-

一 4人の子供にイロハを教えていた。(年表， p.36) 
15つ

大正小学校，聖甫コンデ・デ・サルゼーダス奇38香に，宮崎信造らにより創設き

1915 10 07 れる。最初こそ生徒3入の寺子屋式であったが，後には後援会もでき，生徒はど

んどん増えていった。(年表， p.36) 

1916 01 
大正小学校，コンデ箭51香iこ移り，詞年48香iこ戻り兎童10数名となるo (年表，

p.36) 

1919 01 29 
大正小学校，私立公認校の資格をとち，最初の日系ブラジル学校とえfる。{年表，

p.36) 

1920 01 23 大正小学校，後援会創立(年表， p.36) 

1924 06 04 大正小学校初代校長で島った宮轄信造没(年表， p.36) 

1925 09 07 
小林美登利，ガルヴオン・ブエノ街85香(現409番)に聖升|義塾開設(年表， p. 

54 ;商 p.13) 

1927 12 14 在位B本人教育会(後の在サンパウロ日本入学校父兄会)設立(年表， p.59) 

1928 03 18 イエズス修道会，聖フランシスコ学匿を 1)ベルダーデ街149香に開校(年表， p.60) 

08 09 在サンパウロ日本入学校父兄会，サン・ジョアキン街67香に設立{年表， p.65) 
1929 
10 大正小，サン・ジョアキン街へ移転(年表， p.64) 

03 03 日告裁経女学校創立(年表， p.70) 

1932 05 26 聖フランシスコ学匿の三措建て薪校舎落或(年表， p.70) 

04 日本人小学校，ブラジjレ国内iこは187校。未届け校も20技を数える(年表， p.73) 

赤間重次・みちへ夫妻がサンパウロ事トラベッサ・サンパウロ街に裁縫教授所を

04 設立。同年8月にはコンセワェイロ・フルタード詩話番に移転し，サンパウロ裁

縫女学混と改称(赤， p.72) 

1933 04 19 自信裁遊女学校，ラヴァペス街に移転(年表， p.73) 

06 
サンパウロ裁縫女学院態立 (1957年鼓団法人として登録，赤間学毘となる) (年

表， p.74) 

01 10 
サンパウロ裁縫女学院，コンセリェイロ・フルタード衝116番に移転(赤， p 

07 16 外冨移民二分髄謀法(事実上のE本移民制限法)公存(年表， p.77) 
1934 
10 21 大正小学校で，学生連盟発足(年表， p.78) 

聖フランシスコ学医女子部，リベルダーデ広場143に開設される(聖， p.51) 

1935 08 01 
い守ウロ雄女学院一アキン吋に移転し…ロ輪女学 l
院と改称。司本語小学部開設(赤， p.72) 
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1936 12 20 サンパウロ女学院で第1匝女学部並びに専修部の卒業式挙行(年表， p.83) 

11 10 14議未満者に外国語の教授を禁止(年表， p.86) 
1937 

11 12 大正小講堂にて，藤京義江の独唱会(年表， p.86) 

11 06 聖ナト!義塾で精出比生南講演会「アマゾンを語るJ(年表， p.88) 
1938 
12 25 全泊にちらばる伊・独・日を主とした外国語学校に閉鎖命令{年表， p.89) 

1941 04 26 サンパウロ女学院，タマンダレー街849に移転(赤， p.73) 

01 29 ブラジル，司本との国交断絶，それに伴い在外公館爵鎖(年表， p.96) 

02 02 
コンデ荷から5本人立ち退き命令が発令(年表， p.96)。大正小学校や赤間女学

1942 院に転入する吾系子弟が増加

12 06 
サンパウロ女学院，創立10思年。突黙，裁暫所から即刻強制退去命令が発せられ，
急きょ，ベルゲイロ街へ移転(赤， p.73) 

サンパウロ女学院を告発する記事が，信字紙に掲載される。「サンパウロ市の真

i 01 08 ん中に三五人の生徒を擁し， B本精神昂揚を図る黒幕の学校がある。学務当局は
怠漫だjというもの(赤， p.74) 

サンパウロ女学説， 1白人視学官が授業を巡視中，日本語で書かれた生誌の裁縫較
1944 08 15 を発見。禁止された日本語が校内で見つかったことにより，学校爵鎮命令が下る

(赤， p.74) 

I 10 10 サンパウロ女学説，関係者の尽力によち，同年10月;こは校名をエスコーラ・ベル
ゲイロiこ改め，新設学校として開校(赤， p.74) 

06 06 ブラジル，日本に宣戦事告(年表， p.99) 
1945 
08 15 日本，ポツダム宣言受諾の放送

* 年表中の培号， I年表J詰サンパウロ人文科学研究所爾 (1996)，I霊jはカトリック教義窃究会編 (1949)，[赤jは
佐藤 (1985)，I商jはACAL(1996)に拠った。
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絞友会話、

『暖野J9号.サンパウロ，珪星学園 (1940年2Jj) 

新霞記事

「大正小学校，その“歩み"J1 -12 (1975年9月308-10月18)rパウリスタ新聞J6649-6663号
インタヴュー謂査

事寵アントニオ晃平・赤間エルザ澄子(サンパウロナトドテンパウロ市)2006年4丹6日

新井静枝(サンパウロナ1'1サンパウロ吉)2006年3月31呂/7丹3日

川村万里子(サンパウロ州サンパウロ市)2006年4月5日

小林成十・小林巽登(サンパウロチトドテンパウロ市)2006年11月16日

渋谷信行(ミナス・ジェライスナHベロ・オリゾンテ市)2006年4月288/10月27日
脇坂ジェニ一明子(サンパウロナ1'1サンパウロ吉)2006年7丹38 

付記:筆者が中村尚司先生と故鶴見良行先生の知遇を得，龍谷大学大学院経諸学研究科の中村・鶴見合同

ゼミに非正規の聴講生として参加するようになったの註， 1990年の秋だったと記憶する。その後，筆

者の関心が移民罰究へ向けられ，ブラジルをフィールドとするようになったのも，再先生のご指導の

賜物であったと思う。この場を告りて，詞先生に心よち感謝を接げたい。また，上記のインタヴュー
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に応じてくださったインフォーマシトの皆さんや調査にこ‘協力いただいたすべての方々に業意を表し

fこL、。

(受付 2006年11月30日)


